
プロトコールに関する解説

プロトコールに関する解説はありません。

その他
(減量・増量
規定、プロト
コールに関
する補足説
明など)

化学療法の用量レベル
①TMZの用量レベル
好中球・血小板値から添付文書に沿って100-200mg/m2とする

②Bevの用量レベル
以下の１レベルのみとする
10mg/kg/day

ガイドライン
文献名

Cancer Chemother Pharmacol 2010;65:727-734
NEJM 2014; 370: 709-722.

エビデンス
レベル

■治療　(エビデンスレベル　□１　　■２　　□３　　□４　　□５　　□６　　)
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登録番号

C71-55

プロトコール名

再発・初発維持悪性神経膠腫ベバシズマブ＋テモゾロミド点滴療法

10mg/kg div

脳神経外科 28日

□外来、■病棟、□その他(　　　　　　　　　　　　　　)

適応外使用2018年7月30日 所要時間 205分

初発/再発悪性神経膠腫

適応分類 ■初発、■進行・再発、□術後補助、□術前補助、□その他(　　　　　　　　　　　　　）

審査日

1クールの日数診療科

適応病名

■なし　□あり

2 テモゾロミド(テモダール)・TMZ

実施部署

放射線療法 □なし　■あり

d１,d15

番号 抗がん薬名 1日投与量 投与法 投与日(d1、d8等)

1 ベバシズマブ(アバスチン)・Bev

100－200mg/㎡ div d1-5
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投与日 薬品名（※赤字は抗がん薬） 投与経路 投与時間

d1 ① 生食50mL（プライミング用） div
② 生食100mL ＋ アバスチン　10mg/kg div 90分

*初回は90分投与
(2回目以降は問題なければ60分投与、さらに問題なければ30分投与も可能と
する)

③ 生食50mL（フラッシュ用） div 5分
④ グラニセトロン点滴静注バッグ1mg div 15分
⑤ 生食50mL（フラッシュ用） div 5分
⑥ 注射用水＋テモダール注150mg/sq div 90分

テモダール100mg(1V)につき、注射用水41mLで溶解。
払い出し容器は100mLボトル
但し、50mL以下はシリンジ

⑦ 生食50mL（フラッシュ用） div 5分

d2-5 ① グラニセトロン点滴静注バッグ1mg div 15分
② 生食50mL（フラッシュ用） div 5分
③ 注射用水＋テモダール注150mg/sq div 90分

テモダール100mg(1V)につき、注射用水41mLで溶解。
払い出し容器は100mLボトル
但し、50mL以下はシリンジ

④ 生食50mL（フラッシュ用） div 5分

d15 ① 生食50mL（プライミング用） div
② 生食100mL ＋ アバスチン　10mg/kg div 90分

*初回は90分投与
(2回目以降は問題なければ60分投与、さらに問題なければ30分投与も可能と
する)

③ 生食50mL（フラッシュ用） div 5分

がん化学療法処方

　　　　　　　　　　　(備考欄:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

プロトコール名 1クールの日数

28日再発・初発維持悪性神経膠腫ベバシズマブ＋テモゾロミド点滴療法

プロトコール
適応時
表示コメント

照射併用時
照射線量

1クール目で問題がなければ、TMZは2クール目より200mg/m2に増量可。
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